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◉女性初に気負いなく

 国鉄分割・民営化（1987年4月）で誕生した

JR西日本の採用1期生として1988年に入社

する。「とにかく民営化したばかりで新鮮でし

た。旅行業や駅ビル事業など鉄道の本業以外

にもいろんなことにチャレンジできる可能性

を秘めていましたから」。当時は完全な男社

会、同期入社の女性は藪さんを含め3人だけ。

入社式当日の毎日新聞夕刊（1988年4月1

日）は＜“鉄道ウーマン”誕生 大卒3人に職場

華やぐ＞と伝えた。「男女雇用機会均等法が

できて2年目。時代がようやく動き出したこ

ろで、まだまだ女性の存在自体が珍しかった

んですよ」と笑顔で振り返る。

 女性ならではの視点、さらに強いバイタリ

ティーで、入社翌年には大阪駅高架下の商業

施設「ギャレ大阪」（1991年開業）の開発プロ

ジェクトに入る。「いきなりテナント選定など

を経験させてもらいました。いい勉強になりま

した」。さらに広報室を経て、「天王寺ミオ」や

「プリエ姫路」など新しい商業施設の開発・運

営を次々と任されていく。そして2009年、

「ジェイアール西日本ファッショングッズ」社長

に。「辞令を受けたときは驚きましたが、（JR

西日本グループで）女性初だからという戸惑い

や気負いはありませんでした。ただ人生って、

どうなるかわからないなあと思いましたね」

◉早朝ランニングを日課に

 「けさは9㌔走ってきました。シャワーを浴

び、洗濯して、出勤です」。けろっとした顔で

言う。2年ほど前から毎朝5時に起き、自宅近

くの四天王寺や大阪城の周辺を走っている。

1カ月に250㌔ほどにもなるという。東京へ

出張するときは、わざわざランニングできる

ように皇居そばの宿を選ぶほど。社長業をこ

なすパワフルさの源はランニング？ そう思っ

て尋ねると、違った。「社長になって、決断を

下すトップの孤独を知ったんです。たった一

つの私の判断が、社員やテナントの将来を左

右することだってある。走ると頭がすっきり

して、ものごとを整理する時間にしているん

です」。優しい目が厳しい社長の目になった。

◉恩師から「君だけが心配だった」

 「学生時代？ 勉強らしいことはしませんで

したね。ほめられるような学生ではありませ

んでしたよ」と謙遜するが、学生時代に習っ

たという華道や茶道は師範代の腕前で、洋裁

の技術はスカート程度なら半日で仕上げてし

まうほど。ひとつのものを追求する姿は学生

時代から変わらない。「キャンパスにこもって

勉強するより、梅田やミナミ界隈をきょろきょ

ろしながら、外の世界ばかり見ていて。それが

よかったんでしょうか」。社長になってから、恩

師・宮本匡章先生を囲む会で「ゼミ学生の中

で、君だけが心配だった」と言われたと、笑う。

 「バリバリのキャリアウーマンを目指しても

いませんでした。与えられた仕事をこなして

いく。自然体で」。仕事で心がけてきたこと

は、ただ一つ、「誠実さ」だという。「誰でも自

分に都合の悪いことは言いたくないでしょ？ 

でも、うそをつかない。分からないことは正

直に分からないと言う。誠実に対応すること

が一番なんです」。広報室の管理職だったこ

ろ、事故などトラブルが発生した際のメディ

ア対応で学びとった教訓だという。

◉社員との距離感が大事

 そんな「誠実さ」を柱にすえ、社員教育に

も気を配る。「よい上司に巡り会い、育てても

らったから今の私があります。私自身が通っ

てきた道ですから、社員が何を悩んでいるの

か、どんな壁にぶつかっているのかが分かり

ます。乗り越えたときの頼もしい姿も想像で

きます。ですから、成長を促しつつ、アドバイ

スしたり、相談にのったりします。あくまでお

返しをする立場ですよ」

 そして、こう続ける。「企業にとって人材は

宝です。ただ社員に立ち入り過ぎてもだめで

すし、遠すぎてもだめ。相談にのってあげるこ

とはできても、解決できるのは自分しかいま

せん。距離感を大事にしながら、社員が働き

やすい環境をつくりたいと思っています」

◉「人生に無駄はない」

 最後に、阪大の後輩たちへメッセージを

送ってくれた。「日ごろから社員に言っている

ことですが、自分の限界を決めないでほしい。

無理かもしれないと思っても、チャレンジす

れば必ず身につきます。それが成長するとい

うことだと思います。なにごとも人生に無駄

はないんです」

気負いなく
　「誠実さ」をモットーに
JR西日本グループ初の女性社長

●藪章代（やぶ あきよ）氏
1988年大阪大学経済学部卒業後、JR西日本入社。広報室
主幹、天王寺ターミナルビル営業部次長や神戸SC開発取
締役などを経て、2009年JR西日本グループで初の女性社
長としてジェイアール西日本ファッショングッズ社長に就
任。14年6月から和歌山ステーションビルディング社長。

2014年6月から「和歌山ステーションビルディング」社長になった藪章代さん。
JR西日本グループ初の女性社長として、化粧品や雑貨をエキナカで扱う
「ジェイアール西日本ファッショングッズ」のトップだったキャリアを生かし、
和歌山の「顔」ともいえる駅ビルをさらに魅力あふれるものにしようと奔走している。

' OG訪問
● 株式会社和歌山ステーションビルディング代表取締役社長
 藪 章代─ Akiyo Yabu
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■株式会社和歌山ステーションビルディング
和歌山市美園町5-61。1966年に設立、資本金7500万円。
JR和歌山駅の駅ビルにある商業施設「和歌山ミオ」を運
営する。和歌山ミオは天王寺ミオの姉妹館。地上5階・
地下1階で売り場面積は約5000平方㍍。店舗数は女性衣
料を中心に60店。

報情業企

1. お父様と自宅にて。「写真を探していましたら30年前の父に再会したようで。父と私は骨格がまったく同じです」
2. 興奮、感銘の連続だった卒業間近のヨーロッパ周遊旅行。スイス、ユングフラウヨッホでスイスアーミーに囲まれてご満悦のショット
3. 卒業式後の謝恩会。ゼミメンバーで宮本匡章先生を囲んで
4. 大学時代に通っていた洋裁教室の方たちとの旅行。右端の赤い車は愛車「コロナハードトップ」1
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